
第３６回 ＩＢＩＣスペシャルセミナー 

『 今治の未来を見据える ～この厳しい現代を生き抜くためには～ 』 

講師 公益財団法人 松下政経塾３０期生 丹下 大輔 氏 

 

【日 時】平成 23 年 2 月 10 日（金） 18：30～20：30 

【主 催】今治地域地場産業振興センター 

【参加費】無料 

【開催地】じばさんセンター ４階 第１研修センター 

【参加者】67 名 
 

今回は、公益財団法人松下政経塾３０期生（現役塾生）の丹下大輔氏をお迎えし、商売の神様で有名な

松下幸之助翁の『人材育成』や『企業経営』の経営理念を始め、松下政経塾のカリキュラムなどをお話し

て頂きました。 

愛媛・今治・日本を見据えたビジョンでは、地方の活力喪失は、国家の活力・魅力の喪失に繋がり、今

治市も高齢化社会に伴い、高齢者雇用問題や、人口減少、産業構造の転換など、緊急且つ重要な課題をい

くつも抱えています。 

そこで丹下氏が唱える瀬戸内州構想の“観光立国”は、今治・瀬戸内海の魅力や、島並み街道を最大限

に活かし、もっと観光に力を入れ、隣接した県同士が共存共栄で、互いの地域の魅力をアピールしていく

という考えに基づきます。 

長期的に地域の人々が、自ら地域づくりを担うことを可能とするシステムを提供し、全員参加型が大切

だと言われました。そのためには、地方自治の振興を自らの手で、確かなものにする主体的な取り組み

と、それに伴う責任を果たしていく姿勢が求められていると思います。 

今治が発展すれば、日本も発展する。地域の未来をしっかりと見据え、挑戦していく勇気を持って、引

き続き改革を進めていくことが、最も大切であると改めて考えさせられるセミナーでした。 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Profile／丹下 大輔（たんげ・だいすけ） 
 
・1985 年 3 月 愛媛県今治市にて出生 
・2003 年 3 月  愛媛県立今治南高等学校普通科卒業 
・2007 年 3 月 徳島文理大学 
       総合政策学部総合政策学科卒業 
・2009 年 3 月 慶應義塾大学大学院政策 
       メディア研究科修了 
・2009 年 4 月 第 30 期生として松下政経塾に入塾  
・研修テーマ：「今治に希望を創る～地域の特性を活かした地域主権国家の実現～」 
・尊敬する人物：坂本龍馬、松下幸之助  
・好きな言葉：「世の人は我を何ともいわばいえ、我が成すことは我のみぞ知る」（坂本龍馬）  
・趣 味：読書、お笑い鑑賞、旅行  
・特 技：剣道 


